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「
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
住

民
の
つ
ど
い
in
山
田
」
を
10
月

28
日
に
山
田
町
中
央
公
民
館
で

開
催
し
、
地
域
住
民
を
中
心
に

１
２
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
「
つ
ど
い
」
は
、「
地
域
医

療
の
充
実
・
県
民
の
命
を
守
る

連
絡
会
」
と
「
県
住
民
組
織
連

絡
会
」、
地
元
の
「
山
田
町
の
地

域
医
療
を
守
る
会
」
が
共
催
し
、

山
田
町
な
ど
の
宮
古
圏
域
の
各

自
治
体
、
宮
古
医
師
会
な
ど
の

後
援
を
受
け
、
チ
ラ
シ
は
山
田

町
の
広
報
と
い
っ
し
ょ
に
配
布

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
最
初
に
、
主
催
者

を
代
表
し
て
、
県
住
民
組
織
連

絡
会
の
○
○
代
表
が
「
な
ん
と

し
て
も
山
田
病
院
の
復
活
を
め

ざ
そ
う
」と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

佐
藤
・
山
田
町
長
か
ら
「
山
田

病
院
の
再
建
に
向
け
、
み
な
さ

ん
の
力
を
い
た
だ
き
、
前
に
進

め
た
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
の
保
健
師
、
社

協
の
ケ
ア
マ
ネ
、「
守
る
会
」
か

ら
地
域
で
の
住
民
の
健
康
、
要

介
護
者
の
生
活
、
通
院
困
難
者

の
対
応
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
会

場
か
ら
も「
眼
科
は
盛
岡
に
行
っ

て
い
る
」「
仮
設
で
高
齢
単
身
者

が
い
る
」
な
ど
、
地
域
の
課
題

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
師
な
ど
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ん
と
し
て
も
山
田
病
院
の
再
建
を

　第３回目となった「地域医療を守る運動全国
交流集会」が11月４日㈰開催されました。全労
連会館を会場に全国から約150人が参加し岩
手からは、被災地を含め県医労３人、自治労連
２人、住民連絡会１人が参加しました。
　午前中は、「地域から医療計画を作ろう」と津
市立三重短期大学准教授の長友氏が記念講演を
行いました。午後は、分科会に分かれ、岩手を
はじめとする被災地からの報告、地域で医療を
守っている取り組みが交流されました。

地域医療を守ろう
住民団体含め１５０人参加

高
齢
単
身
者
な
ど
地
域
の
課
題
も
交
流

「
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
住
民
の
つ
ど
い
in
山
田
」
に
１
２
９
人

　「いますぐ原発ゼロへ１１・１１全国一斉行動」
が、全国46都道府県100カ所以上でとり組
まれたこの日、岩手では、盛岡市内の岩手公
園（盛岡城跡公園）広場で、「みんなの要求実
現集会」が開催されました。テーマは、住民本
位の復興、原発ゼロ、消費費税増税中止、ＴＰ
Ｐ協定参加反対、オスプレイ配備撤回など。主
催者あいさつの後、「盛岡でもデモし隊☆」な
ど6団体の決意表明がされ、県医労から○○
書記長が「被災した県立病院の早期再建」の
訴えを行いました。
　集会後、岩手公園から市内大通りをデモ行
進。全県から全体参加者は、約400名。県医
労からは９支部・本部23名が参加しました。

11月11日みんなの要求実現集会
と

「原発なくせ～」
「消費税増税を中止せよ～」

決意表明する○○書記長

「
地
域
医
療
を
守
る
運
動
」

の
分
科
会
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フレッシュセミナー
そうだったのか！　ロウドウクミアイ

　

新
入
組
合
員
の
研
修
会
、「
フ

レ
ッ
シ
ュ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
10

月
19
〜
20
日
、「
ホ
テ
ル
森
の
風

鶯
宿
」
を
会
場
に
開
催
し
ま
し

た
。
８
支
部
28
人
の
新
入
組
合

員
が
参
加
し
、学
習
に
、交
流
に
、

懇
親
に
若
さ
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
中
野
委
員
長
と
、

○
○
青
年
部
長
の
あ
い
さ
つ
で

開
始
。「
労
働
者
・
労
働
組
合
そ

し
て
県
医
労
」
と
い
う
講
義
を

受
け
、
次
は
青
年
部
が
準
備
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
。
最
初

は
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
参
加

労
働
組
合
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

者
も
、
終
わ
る
こ
ろ
に
は
「
自

己
紹
介
」
で
す
っ
か
り
打
ち
解

け
、
夕
食
交
流
会
で
、
さ
ら
に

チ
ー
ム
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
県
医
労
の
あ
ゆ

み
」
と
「
権
利
に
つ
い
て
」
の
講

義
が
あ
り
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
自
由
討
議
に
移
り

ま
し
た
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、

講
義
を
受
け
て
、
あ
と
２
ヶ
月

の
間
に
ど
う
や
っ
て
年
次
を
使

お
う
か
と
相
談
に
な
り
、「
誕
生

日
が
あ
る
」「
友
人
の
結
婚
式
」

な
ど
、
具
体
的
に
「
記
念
日
」

を
確
認
し
、
み
ん
な
で
取
得
す

る
意
思
統
一
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ホ
テ
ル
前
で
記
念

撮
影
（
表
紙
写
真
）。
こ
の
笑
顔

が
学
習
の
成
果
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。「
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
」

に
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方

の
次
回
の
ご
参
加
、
期
待
し
て

い
ま
す
。

◎
感
想
文
…
▼
他
病
院
、
他
職

種
の
方
の
話
を
聞
き
、
年
次
の

こ
と
や
超
過
勤
務
の
こ
と
で
も

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
自
分
も
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
組
合
に
相
談
し
よ
う

と
思
う
。
▼
年
次
は
頂
く
も
の

で
は
な
く
、
権
利
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
勇
気
を

も
っ
て
年
次
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
、休
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
人
が
足
り
な
い
。
超
勤
手
当

は
い
ら
な
い
の
で
、
人
数
を
増

や
し
て
早
く
帰
れ
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

ゲームで一致団結

　

日
本
医
労
連

東
北
地
方
協
主

催
の
「
第
17
回

院
内
保
育
所
交

流
集
会
in 

岩

手
」
が
11
月
10
、

11
日
に
花
巻

市
「
渡
り
温
泉
」

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
は
、
シ
ニ
ア
野
菜
ソ

ム
リ
エ
の
小
原
薫
さ
ん
が
、

「
子
供
と
向
き
合
い
育
む
食
べ

る
力
」
と
題
し
、「
歌
っ
て
踊

れ
る
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」
の
名

の
通
り
、
笑
い･

踊
り･

歌
あ

り
の
楽
し
い
講
演
と
な
り
ま

し
た
。「
健
康
作
り
」
講
座
で

は
腰
痛
予
防･

解
消
に
効
く

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
等
を
行
い
、

２
日
目
は
、
二
つ
の
分
科
会

で
交
流
し
ま
し
た
。
全
体
の

参
加
者
は
48
名
、
県
医
労
か

ら
は
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「健康作り」講座のストレッチ体操

第17回院内保育所交流集会 in 岩手

保育所の役割を再確認

そうだったのか！　ロウドウクミアイそうだったのか！　ロウドウクミアイ
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「
増
員
で
超
過
勤
務
の
削
減

を
」
と
秋
闘
方
針
で
提
起
さ
れ

た
退
勤
時
間
調
査
が
各
支
部
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
勤
時
間
調
査
の
中
で
、「
長

年
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
臨
時
職

員
へ
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
快
く
『
組
合
に
入
り

▲磐井・南光支部

ま
す
』
と
加
入
」、「
職
員
の
年

次
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
」、「
お
菓
子
の
効
果
が

あ
っ
た
」、
な
ど
、
様
々
な
報
告

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
組
合
に
入
り
ま
す
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�

〜
退
勤
時
間
調
査
の
取
り
組
み
〜

二戸支部

▲

▲遠野支部

10
月
22
日 

中
部
支
部

10
月
22
・
23
日 

久
慈
支
部

10
月
23
日 

一
戸
支
部

10
月
25
日 

二
戸
支
部

10
月
26
日
・
11
月
２
日

 

釜
石
支
部

10
月
29
日 

東
和
支
部

10
月
29
・
30
日 

江
刺
支
部

10
月
30
日

 

胆
沢
支
部･
宮
古
支
部

11
月
２
日 

磐
井･

南
光
支
部

11
月
８
日 

遠
野
支
部

11
月
13
日 

千
厩
支
部

11
月
16
日 

中
央
支
部

　

一
時
金
削
減
、
55
歳
昇
給
停

止
な
ど
に
つ
い
て
、
11
月
７
日
、

13
日
に
県
交
渉
を
実
施
。
７
日

は
全
県
か
ら
約
４
０
０
名
の
組

合
員
が
結
集
し
、
県
庁
座
り
込

み
行
動
を
配
置
し
て
の
交
渉
で

し
た
。

　

交
渉
で
は
、
一
時
金
の

０
・
０
５
月
削
減
が
示
さ
れ
、
提

案
を
変
更
さ
せ
る
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
55
歳
昇
給
停

止
で
は
、「
国
よ
り
先
行
す
る
状

況
で
は
な
い
」
と
さ
せ
ま
し
た
。

退
職
手
当
削
減
で
は
、
交
渉
冒

頭
に
削
減
反
対
の
家
族
署
名
を

提
出
し
、
削
減
提
案
を
し
な
い

よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。
回
答

は
「（
国
家
公
務
員
の
）
法
案

が
成
立
す
れ
ば
改
め
て
協
議
す

る
」
と
し
、
12
月
議
会
提
案
は

し
な
い
も
の
の
、
改
め
て
協
議

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

～県庁座り込み行動～

地公共闘交渉

５５歳昇給停止見送り
　

看
護
師
の
労
働
条
件
の
改

善
を
求
め
る
岩
手
医
労
連
の

署
名
行
動
が
10
月
24
日
、
12

時
か
ら
中
央
病
院
玄
関
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
先

駆
け
、
中
央
支
部
で
は
10
時

か
ら
、署
名
を
集
め
ま
し
た
。

こ
の
日
、
患
者
さ
ん
や
家
族

の
方
か
ら
集
め
た
署
名
は

３
０
４
筆
に
な
り
ま
し
た
。

労
働
条
件
改
善
の
た
め
、
国

会
へ
提
出
す
る
署
名
。
各
支

部
で
も
一
人
10
筆
達
成
め
ざ

し
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

医労連・中央支部合同の署名を終えて

中
央
病
院
玄
関
前
で
署
名
行
動

３
０
４
筆
集
約
‼

退
勤
時
間
調
査
実
施
支
部
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女性部

（上）17日、岩手県集会（県公会堂）
（左上）講演する高橋由佳先生

　

第
57
回
は
た
ら
く
女
性
の
中

央
集
会
が
、
11
月
10
日
、
11
日

の
２
日
間
、
京
都
市
の
京
都
テ

ル
サ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二

日
間
で
延
べ
１
３
５
０
人
が
参

加
。
１
日
目
の
分
科
会
は
、
労

働
法
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
、
社
会
保
障
な
ど
７
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
て
討
論
・
交
流

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
見
学
分

科
会
で
は
、
香
木
の
香
り
を
鑑

賞
す
る
「
聞
香
」

体
験
や
、
町
屋

の
歴
史
、
琵
琶

湖
の
探
索
な
ど

京
都
な
ら
で
は

の
分
科
会
も
盛

況
で
し
た
。
集

会
終
了
後
、
京

都
駅
前
で
原
発

ゼ
ロ
な
ど
を
訴

え
る
署
名
宣
伝

も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

11
日
の
全
体
会
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
女
性
の
う
た
ご
え
、

文
化
行
事
は
京
都
市
交
響
楽
団

「
京
響
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ミ
ュ
ー
ズ
」

の
演
奏
で
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
安
斎
育
郎
・
立
命
館

大
学
名
誉
教
授
（
放
射
線
防
護

学
）
が
「
放
射
能
災
害
と
私
た

ち
の
生
活
」
と
題
し
て
講
演
し
、

「
だ
ら
だ
ら
と
原
発
依
存
社
会
を

続
け
ず
、『
原
発
ゼ
ロ

の
選
択
』
に
舵
を
切

る
べ
き
だ
」
と
強
調
。

今
、
国
民
が
主
権
者

と
し
て
の
行
動
を
さ

ぼ
り
、
選
挙
に
も
行

か
な
く
な
っ
て
い
る
。

問
題
を
お
上
任
せ
に

せ
ず
主
体
性
を
持

と
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

第
57
回
は
た
ら
く
女
性
の
岩

手
県
集
会
は
、
11
月
17
日
、
盛

岡
市
の
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、

63
名
が
参
加
し
ま
し
た
（
県
医

労
５
支
部
・
本
部
12
名
）。

　

テ
ー
ブ
ル
に
用
意
さ
れ
た
お

茶
と
お
菓
子
が
、
参
加
者
を
和

ま
せ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
県
立
中
央
病
院
精

神
科
長
で
女
性
外
来
の
佐
々
木

由
佳
先
生
。
子
育
て
期
、
更
年

期
な
ど
女
性
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

の
中
で
の
「
は
た
ら
く
女
性
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」に
つ
い
て
、

例
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し

た
。
子
育
て
期
の
母
親
の
メ
ン

タ
ル
が
子
ど
も
の
成
長
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
。
ま
た

更
年
期
は
体
内
外
で
大
き
な
変

化
を
生
じ
る
時
期
で
あ
り
、
大

き
な
ス
ト
レ
ス
に
見

舞
わ
れ
る
時
期
で
も
あ

る
と
し
て
、
多
く
の
世
代
と
交

流
し
体
験
を
伝
え
る
事
で
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
長
生
き
の
性
で
あ
る

「
女
性
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

多
く
の
人
と
関
わ
り
、
見
て
、

聞
い
て
、
感
じ
、
考
え
て
人
生

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
後
、
医
療
事
務
、
保
育

の
現
場
か
ら
の
報
告
、
ア
ピ
ー

ル
等
を
採
択
し
閉
会
し
ま
し

た
。

（上）11日、中央集会全体会
 （京都テルサ）
（左）記念講演の安斎育郎氏

中
央
集
会

原
発
ゼ
ロ
に
舵
取
り
を

岩
手
県
集
会

豊
か
な
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を

第57回
はたらく女性の集会



青年部

　

県
医
労
青
年
部

は
11
月
18
〜
19

日
の
２
日
間
、
結

成
55
周
年
を
記
念

し
て
「
中
央
交
流

会
in
東
京
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
10
支
部
・

本
部
28
名
。
世
界

一
の
自
立
式
電
波

塔
で
あ
る
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
の
迫

力
を
地
上
か
ら
も

展
望
デ
ッ
キ
か
ら

も
感
じ
て
き
ま
し

た
。
夕
方
ま
で
は
、

ソ
ラ
マ
チ
で
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
観
光
を
楽
し

み
、
夜
か
ら
は
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー

ズ
へ
。
運
良
く
部
屋
は
貸
切
で

し
か
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
デ
ッ
キ

付
！　
料
理
は
バ
イ
キ
ン
グ
食

べ
放
題
。
東
京
湾
の
キ
レ
イ
な

夜
景
を
眺
め
な
が
ら
至
福
の
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
は
、

そ
れ
ぞ
れ
東
京
を
自
由
に
満
喫

し
ま
し
た
。

「ソラカラちゃん」と一緒に♪

ビールもスカイツリー仕様

東京スカイツリー
おみやげプレゼント
今回、中央交流会in東京に参加できな
かった青年部の皆さんを対象に、25 名
の方にお土産をプレゼントします。ハ
ガキに支部名・氏名を記入し、応募券
を貼って下記宛先まで。何が当たるか
は厳正なる抽選で決定します。

《応募先》　　〒020-0023
 　　　　　盛岡市内丸11-1　　県医労青年部まで
《しめきり》　　12 月末

5応募券

✂

や っ ぱ り き い ！
ス カ イ ツ リ ー
大

東京５5th



6

　

毎
日
毎
日
が
忙
し
す
ぎ
て
ヘ

ト
ヘ
ト
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の

笑
顔
に
救
わ
れ
る
毎
日
で
す
。

 

宮
古
支
部　

み
た
マ
マ

　

　
  

稼
働
率
７
割
ほ
ど
で
こ
の
忙

し
さ
。
こ
れ
が
も
っ
と
Ｕ
Ｐ
し

た
ら
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。
医

療
従
事
者
の
大
幅
増
員
は
切
な

る
願
い
で
す
。
休
め
な
い
、
定

時
退
庁
で
き
な
い
と
の
レ
ッ
テ

ル
（
実
際
そ
う
で
す
が
）
を
貼

ら
れ
、
県
職
を
見
合
わ
せ
る
人

も
い
る
よ
う
で
す
。
思
い
切
っ

た
対
策
を
願
い
ま
す
。

 

釜
石
支
部　

○
○

　

　

　

病
棟
の
職
員
の
方
々
は
み
な

優
し
く
、
ま
だ
、
２
年
目
で
す

が
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
日
々
、
努
力
し
て
勉
強
し
、

知
識
を
身
に
つ
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

中
部
支
部　

黒
豆

　

　

　

定
年
ま
で
あ
と
半
年
。
い
ろ

　

野
田
首
相
が

「
近
い
う
ち
に
」

と
言
っ
て
か
ら

３
ヶ
月
。
国
会
で

は
解
散
時
期
ば
か

り
が
議
論
に
な
り

貴
重
な
時
間
が
失

わ
れ
た
が
、
つ
い

に
国
会
が
解
散
、

総
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
▼
３
年

前
、
自
民
・
公
明
に
よ
る
政
治

を
変
え
て
欲
し
い
と
、
国
民
の

圧
倒
的
支
持
を
受
け
政
権
与
党

と
な
っ
た
民
主
党
。
ね
じ
れ
国

会
に
よ
り
議
論
は
空
転
し
、
内

閣
支
持
率
は
首
相
が
交
代
し
て

も
下
が
り
続
け
、
結
果
と
し
て

多
く
の
課
題
が
棚
上
げ
先
送
り

と
さ
れ
た
▼
一
方
で
民
主
党

は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
な
い

消
費
税
増
税
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
な

ど
を
突
然
打
ち
出
し
、
党
内
か

ら
離
党
者
が
相
次
ぐ
な
ど
党
を

分
裂
す
る
に
至
っ
た
。
今
選
挙

で
は
、
原
発
、
消
費
税
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
な
ど
、
日
本
の
進
路
を
決
め

る
重
要
な
問
題
が
争
点
と
な
る

▼
選
挙
を
前
に
、
新
た
な
政
党

10
月
号
パ
ズ
ル

10
月
号
パ
ズ
ル

10
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
31
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
10
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

  
メ
ガ
ネ
男
子
（
久
慈
支
部
）、

カ
ラ
ダ
も
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
た
い

（
二
戸
支
部
）、紫
波
バ
ー
バ
（
中

央
支
部
）、
カ
ッ
パ
の
嫁
（
遠
野

支
部
）、
黒
豆
（
中
部
支
部
）、

匿
名
（
南
光
支
部
）、
飲
み
す
ぎ

父
（
大
船
渡
支
部
）、
○
○
（
釜

石
支
部
）、
匿
名
希
望
（
大
槌

支
部
）、み
た
マ
マ
（
宮
古
支
部
）

ん
な
方
々
に
支
え
、
助
け
ら
れ
、

働
き
続
け
て
こ
ら
れ
た
事
、「
感

謝
」
の
一
言
の
み
で
す
。

 

中
央
支
部　

紫
波
バ
ー
バ

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　

最
近
、
忙
し
い
た
め
肌
の
お

手
入
れ
を
怠
っ
て
い
た
ら
…
シ

ミ
と
く
す
み
で
ひ
ど
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
年
齢
に
は

勝
て
な
い
の
で
、
今
秋
は
肌
の

お
手
入
れ
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

 
宮
古
支
部　

匿
名
希
望

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　

先
日
、
我
が
子
の
運
動
会
へ
。

ま
だ
、
１
歳
な
の
で
、
泣
い
ち
ゃ

う
の
で
は
？
と
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
入
場
、
行
進
、
体
操
、

競
技
ま
で
、
し
っ
か
り
し
た
顔

で
行
っ
て
い
て
、
母
は
ビ
ッ
ク
リ

で
し
た
。

 

大
東
支
部　

運
動
会

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　

身
体
を
動
か
す
よ
り
、
コ
ー

ヒ
ー
片
手
に
ゆ
っ
く
り
と
パ
ズ

ル
な
ど
を
し
な
が
ら
、
解
い
た

時
の
喜
び
を
楽
し
い
ひ
と
と
き

に
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

 

磐
井
支
部　

ペ
ロ

が
乱
立
し
離
合
集
散
し
て
い

る
。
か
つ
て
二
大
政
党
制
が
目

論
ま
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

選
択
で
き
る
政
党
が
増
え
る
こ

と
は
良
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う

が
、
そ
の
実
状
は
議
員
の
生
き

残
り
を
賭
け
た
、
単
な
る
数
合

わ
せ
と
言
え
る
▼
テ
レ
ビ
や
新

聞
の
報
道
が
、
そ
れ
ら
を
第
三

極
な
ど
と
持
ち
上
げ
る
の
も
、

世
論
誘
導
の
よ
う
な
気
さ
え
す

る
。
い
か
に
も
こ
れ
ま
で
の
既

成
政
党
が
全
て
ダ
メ
で
、
政
治

不
信
を
払
拭
す
る
た
め
に
は
、

新
党
し
か
な
い
か
の
よ
う
な
報

道
に
は
閉
口
す
る
▼
い
ま
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
の

自
民
党
小
泉
政
権
の
よ
う
な
独

裁
的
な
政
治
で
は
な
い
。
よ
く

決
断
力
と
か
実
行
力
と
言
う

が
、
暴
挙
、
暴
論
を
許
す
こ
と

で
は
決
し
て
な
い
。
政
治
混
乱

に
終
止
符
を
打
て
る
の
か
、
私

た
ち
の
願
い
を
誰
に
託
す
の

か
、
国
民
が
主
権
者
と
し
て
政

治
を
立
て
直
す
絶
好
の
機
会

が
、い
ま
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

 

（
す
）



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

12
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
日
本
の　

将
来
占
う　

総
選
挙

 

（
迷
子
の
市
民
）

◇
原
発
と
〝
美
し
い
国
〞　

相
容
れ
ず

 

（
苦
悩
す
る
？
安
倍
総
裁
）

◇
超
勤
を　

減
ら
し
た
け
れ
ば　

増
員
を

 

（
め
い
っ
ぱ
い
の
看
護
師
）

◇
正
月
に　

働
く
事
の　

意
味
を
知
れ

 

（
医
療
局
長
様
）

◇
原
発
ゼ
ロ
〝
東
北
か
ら
〞
の　

意
気
込
み
で

 

（
日
本
の
夜
明
け
は
東
北
か
ら
）

12月の予定
　１日（土） いわて労連青年部定期大会
 県医労女性部中部ブロック集会（大沢温泉）
 県医労女性部南部ブロック集会（大船渡）
　１日（土）～　２日（日）
 日本医労連病院給食交流集会（伊東）
 日本医労連東北地方協精神交流集会（八幡平）
　３日（月） 県医労看護部会（水産会館）
　６日（木）～　７日（金）
 日本医労連2013春闘討論集会
　17日（月） 県医労給食問題研究会（アイーナ）
　18日（火） 拡大支部長会議（水産会館）

期間中、以下の条件でお預入れ・ご契約
いただいたお客さまへ

「キッチン便利グッズ」
をプレゼント
■対象取引

5万円以上の新規お預け入れまたは増額書替え定 期 預 金
年間積立額5万円以上の新規契約または
年間積立額3万円以上の増額契約積立型預金 財形預金または

エース預金

新規契約マイプラン 〈カードローン〉

新規契約フリーローン 〈メンバーズ〉
〈プレスト〉

抽選で1,200名様に
「ろうきんオリジナル
カタログギフト」
プレゼント

さらに
プレゼント

11日（金） いわて労連2013年春闘共闘年次総会
 いわて労連2013年春闘共闘旗開き（サンビル）
18日（金） 拡大支部長会議
 県医労旗開き
19日（土） 県医労春闘学習会
 岩手医労連中央委員会
 岩手医労連・盛岡地区協共催旗開き
26日（土） いわて労連第46回評議員会（アイーナ）
26日（土）～27日（日）
 県医労青年部スキー交流会（APPI）

１月の予定2013
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